
 

 

平成２９年５月１１日 

 

「ぶぎん地域経済研究所」と「かすかべ未来研究所」との共同研究の開始について 

～春日部市との包括的連携に関する協定に基づく取組み～ 

 

 

 武蔵野銀行（頭取 加藤 喜久雄）と春日部市（市長 石川 良三）は、平成２８年１２月に締結

した包括的連携に関する協定に基づく取組みとして、武蔵野銀行グループのシンクタンクである  

「ぶぎん地域経済研究所」（社長 島雄 廣）と同市のシンクタンク「かすかべ未来研究所」による  

共同研究を開始いたしますので、お知らせします。 

 

 全国的にも数少ない行政版シンクタンクである「かすかべ未来研究所」では、同市における地域  

課題解決に向け、情報収集やデータ分析、先進的な施策実現に向けた調査研究に取組んでおります。 

今般の共同研究では、「地域資源の活用と産業創生」をテーマとし、その成果を春日部市の産業・  

経済基盤の強化、都市の魅力向上による流入人口の増加などに結びつけていく計画です。 

 

当行ならびに武蔵野銀行グループ会社は、今後も春日部市との緊密な関係を構築し、同市の    

地方創生に積極的に協力してまいります。 

 

 
１．共同研究について 

（１）テーマ 

   春日部市の活性化のための地域資源の活用と産業創生に関する研究 

   ～地域資源となる（ヒト、モノ、カネ）から新たな産業創生に繋げる～ 

（２）研究内容 

課題の整理、先進事例の研究等 

 

２．「共同研究に関する覚書」調印式 

（１）日 時   平成２９年５月１７日（水） １４：１５～ 

（２）場 所   春日部市役所 本庁舎２階 全員協議会室 

（３）出席者   春日部市        市長      石川 良三 

         ぶぎん地域経済研究所  代表取締役社長 島雄 廣 

 

以 上 

 

 

 
報道機関からのお問い合わせ先 

地域サポート部 地域価値創造室 郷、坂上 

ＴＥＬ（048）641‐6111（代） 


